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仏跡シリーズ⑦ 〈スリナガルーダル湖〉

‘

　インドの北の端にあるスリナガルのダル湖（カシミール

州）です。女性はこの地方独特の風俗で、頭にかぶる頭布は

美しいものです。三蔵法師がこの地を訪れて学問をなすって

いる。当時の遺跡や出土品がスリナガル博物館にある。

（カメラ・松本栄一）
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評
議
員
会
、
理
事
会
ひ
ら
く

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
等
の
た
め
、
一
月
二
十
五
日
午
後
一
時

よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
十
三
期
評
議
員
会
・
理
事
会
を
開
催
し
、
会
長

の
推
戴
、
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
の
諸
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
。
な
お
会
長
に
本
願
寺

派
・
大
谷
光
真
門
主
、
副
会
長
に
豊
山
派
・
川
田
聖
見
管
長
、
和
宗
．
出
口
常
順
管
長
、
妙

心
寺
派
・
山
田
無
文
管
長
、
東
大
名
誉
教
授
・
中
村
元
先
生
を
推
戴
し
た
。

　
評
議
員
会
は
、
仮
議
長
に
田
辺
哲
旧
師
を
指

名
選
出
し
、
議
事
録
署
名
委
員
に
桜
井
大
乗
、

岩
脇
宏
信
の
両
師
を
選
出
、
ま
ず
議
長
に
松
村

寿
顕
師
を
選
出
し
て
上
程
さ
れ
た
諸
議
案
に
つ磯

菜

㍉揚満配
董璽鶴瀬灘

熱
心
に
審
議
を
続
け
る
評
議
員
会

い
て
審
議
し
た
。

　
議
案
第
一
号
「
理
事
お
よ
び
監
事
の
選
出
に

つ
い
て
」
．

　
前
回
に
な
ら
い
選
考
委
員
を
選
定
し
、
理
事

等
を
選
出
す
る
提
案
が
出
さ
れ
、
選
考
委
員
十

一
名
を
選
出
、
別
室
に
て
選
考
委
員
会
を
開
き

そ
の
報
告
を
受
け
審
議
し
理
事
四
十
五
名
、
監

事
三
曹
を
承
認
。
　
（
別
掲
）

　
議
案
第
二
号
「
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
推
戴

に
つ
い
て
」

　
理
事
会
で
の
推
戴
決
議
報
告
を
う
け
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
島
田
庶
務
部
長
よ
り
事
務
局
案
を
説
明
、
原

案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」

　
市
橋
財
務
部
長
よ
り
事
務
局
案
を
説
明
、
原

案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
五
号
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
開
催
規
則
お
よ
び
運
営
細
則
に
つ
い

て
」　
山
田
W
F
B
記
念
事
業
部
長
よ
り
事
務
局
案

を
説
明
、
原
案
通
り
承
認
。

　
報
告
事
項
①
「
新
加
盟
団
体
な
ら
び
に
退
会

団
体
に
つ
い
て
」

　
真
言
宗
犬
鳴
派
の
加
盟
な
ら
び
に
国
際
伝
道

会
の
退
会
を
報
告
。

　
報
告
事
項
②
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
に
つ
い
て
」

　
大
会
準
備
の
進
捗
状
況
を
報
告
。

　
　
　
　
1
◇
1

　
理
事
会
は
、
議
事
録
署
名
委
員
に
四
宮
正
音

山
本
杉
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
移
っ
た
。

　
議
案
条
口
号
「
理
事
長
お
よ
び
常
務
理
事
の

選
出
に
つ
い
て
」

　
前
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
田
辺
理
事
長
の
重

任
を
承
認
。
常
務
理
事
は
慣
例
に
も
と
づ
き
二

十
名
を
選
出
承
認
。
　
（
別
掲
）

　
議
案
第
二
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
」

・
前
理
事
会
の
要
望
決
議
を
確
認
し
、
新
理
事

，
了
承
の
上
で
事
務
総
長
以
下
重
任
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
W
F
B
日
本
大
会
実
行
委
員

会
人
事
に
つ
い
て
」

　
新
間
信
雄
師
（
副
委
員
長
）
、
池
田
泰
道
師

　
勧
募
委
員
）
の
遷
化
と
貝
山
宣
泰
師
の
新
任

を
承
認
。

　
財
団
第
四
号
「
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
推
戴

に
つ
い
て
」

　
前
理
事
会
の
選
考
委
員
会
推
薦
案
を
上
零
し

会
長
、
副
会
長
を
異
議
な
く
承
認
、
推
戴
を
決

定
し
た
。
（
別
掲
）

　
．
議
案
第
五
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
原
案
通
り
承
認
。

　
，
議
案
第
六
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」
　
原
案
通
り
承
認
。

　
議
案
第
七
号
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
開
催
規
則
お
よ
び
運
営
細
則
に
つ
い

て
」

　
事
務
局
案
を
提
示
説
明
し
承
認
。

銀
盤
緬
ほ
ぼ
前
年
度
踏
襲

昭
和
五
十
三
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳

入
歳
出
予
算
は
、
前
述
評
議
員
会
・
理
事
会
に

お
い
て
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
別
項
掲
載
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
度

を
踏
襲
し
て
い
る
。
特
に
本
年
は
第
十
二
回
W

F
B
日
本
大
会
開
催
の
た
め
、
全
日
本
仏
教
徒

会
議
が
中
止
（
明
年
茨
城
県
で
開
催
）
さ
れ
、

そ
の
他
で
も
事
業
縮
少
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し

2
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W
F
B
大
会
開
催
を
機
会
に
未
加
盟
団
体
の
加

盟
促
進
を
す
す
め
組
織
強
化
に
力
を
注
ぐ
。
ま

た
日
本
仏
教
文
化
会
議
も
大
会
に
む
け
て
の
テ

ー
マ
で
開
か
れ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
W
F
B
大
会
開
催
の
た
め

宗
派
・
団
体
の
負
担
金
は
据
置
と
な
っ
て
お
り

基
本
割
な
ど
に
変
化
は
な
い
。

　
歳
出
で
は
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が
な
い
た
め

国
内
仏
教
徒
会
議
費
が
大
幅
な
減
額
。
ま
た
渉

外
費
が
W
F
B
大
会
と
の
兼
あ
い
で
減
額
と
な

っ
て
い
る
。
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新
年
度
事
業
計

画
各
局
の
内
容

　
　
〈
総

基
本
目
標

実
施
項
目

務
　
局
》

本
会
寄
付
行
為
法
五
条
に
よ
り
各

種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
。

ω
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強

化

含
塗
・
・
昌
・
昌
一
鱒
留
冒
・
客
臨
…
陸
佐
冒
・
言
・
象
・
・
昌
・
昌
｝
冒
・
・
3
零
・
・
塁
昌
一
曽
＝
…
零
8
温
・
昌
一
一
冒
・
・
霊
3
・
呂
昌
昌
一
一
言
…
三
一
・
・
呂
一
三
・
・
。
・
・
◎
■
・
二
昌
昌
＝
言
・
一
？
？
言
＝
隔
，

大
任
を
お
受
け
し
て

全
日
本
仏
教
会
会
長

員
会
・
理
事
会
に
お
い
て
、
む
推
挙
い
た
だ

き
会
長
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
い

ま
だ
本
願
寺
派
の
門
主
を
継
齢
し
て
日
も
浅

く
、
若
輩
で
O
ぎ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
大
役

を
果
し
て
つ
と
め
得
る
か
と
懸
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
先
輩
各
位
の
O
助
言
を
受
け

な
が
ら
、
仏
教
徒
の
一
員
と
し
て
、
・
若
さ
を

も
っ
て
専
心
努
力
い
た
し
た
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
と
に
、
本
年
は
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒

会
議
日
本
大
会
が
、
東
京
・
京
都
を
会
場
と

大

谷

光

真

　
さ
る
　
し
て
開
催
さ
れ
、
各
国
よ
り
代
表
の
方
々
が

一
月
二
　
多
数
来
日
さ
れ
ま
す
。
昼
夜
そ
の
準
備
に
〇

十
五
日
　
苦
労
さ
れ
て
い
る
関
係
各
位
に
、
深
く
敬
意

全
日
本
　
を
表
す
る
次
第
で
益
ざ
い
ま
す
。

仏
教
会
　
　
も
う
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
会
議
は
永
い

の
評
議
　
歴
史
の
上
に
培
わ
れ
た
、
わ
が
国
の
仏
教
を

　
　
　
　
改
め
て
世
界
に
紹
介
す
る
と
共
に
、
現
代
と

　
　
　
　
未
来
の
人
類
の
た
め
に
仏
教
が
い
か
に
あ
る

　
　
　
　
べ
き
か
を
問
い
、
か
つ
そ
の
役
割
を
果
た
そ

　
　
　
　
う
と
す
る
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
討
議
す
る

　
　
　
　
大
変
意
義
深
い
会
議
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま

　
　
　
　
し
て
は
、
全
一
仏
教
運
動
を
推
進
さ
れ
て
い

　
　
　
　
る
各
位
の
本
大
会
へ
の
限
り
な
い
O
協
力
と

　
　
　
　
あ
わ
せ
て
、
全
仏
発
展
の
た
め
の
O
尽
力
を

　
　
　
幽
賜
わ
ち
ん
こ
と
を
切
望
い
た
し
就
任
の
益
挨

　
　
　
　
拶
と
致
し
ま
す
。
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門

　
　
　
　
主
）
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㈲
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と

　
　
　
　
　
の
連
絡
。
，

　
　
　
　
　
㈲
過
年
度
（
前
年
度
を
含
む
）
採

　
　
　
　
　
択
事
項
の
実
施
（
担
当
事
項
）

　
　
〈
組
　
織
　
局
V

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
主
た
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

　
　
　
　
　
育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

　
　
　
　
　
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

　
　
　
　
　
る
と
共
に
構
成
団
体
の
一
層
の
強

　
　
　
　
　
化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記
の

　
　
　
　
　
事
業
を
実
施
す
る

実
施
事
項
　
ω
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
　
　
　
　
②
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
仏
教
会
代
表

　
　
　
　
　
者
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
㈲
地
方
仏
教
運
動
の
推
進
、
地
方

　
　
　
　
　
仏
教
徒
大
会
、
講
演
三
等
へ
協
力

　
　
　
　
　
ω
各
地
檀
信
徒
会
の
充
実
と
全
国

　
　
　
　
　
組
織
化
の
推
進

　
　
　
　
　
㈲
時
局
対
策

　
　
　
　
　
㈲
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
　
当
事
項
）

　
　
〈
国
際
文
化
局
V

基
本
目
標
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
，
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
仏
教

　
　
　
　
　
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各
種

　
　
　
　
　
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進
を

　
　
　
　
　
は
か
る

　
1
国
際
部
t

実
施
項
目
　
ω
W
F
B
関
係

　
　
　
　
　
ω
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実

　
　
　
　
　
　
施

　
　
　
　
　
㈲
W
F
B
第
十
二
回
日
本
大
会
開

　
　
　
　
　
　
催
、
W
F
B
常
任
理
事
会
、
ユ

　
　
　
　
　
　
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ

　
　
　
　
　
　
び
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
㈲
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
②
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
　
　
　
ω
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議
ま

　
　
　
　
　
　
た
は
巡
拝
二
等
へ
の
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
㈲
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
　
　
　
㊨
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接
渉

　
　
　
　
　
ω
海
外
に
お
け
る
各
宗
派
開
教
本

　
　
　
　
　
　
部
と
の
連
絡
提
携

　
　
　
　
　
㈱
各
国
の
天
災
戦
災
等
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
救
援
活
動

　
　
　
　
　
囚
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
．
㈲
渉
外
広
報
関
係

　
　
　
　
　
ω
英
文
日
本
仏
教
ニ
ュ
ー
ス
の
刊

　
　
　
　
　
　
行
企
画

　
　
　
　
　
＠
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
ω
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
　
　
当
事
項
）

　
－
文
化
部
i

実
施
事
項
　
ω
機
関
紙
「
全
仏
」
の
発
行
普
及

　
　
　
　
　
②
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お

　
　
　
　
　
よ
び
開
催

　
　
　
　
　
㈲
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
　
（
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
等
）

　
　
　
　
　
ω
そ
の
他
広
報
宣
伝
に
関
す
事
項

　
　
　
　
　
㈲
過
年
度
採
択
事
項
と
実
施
（
担

　
　
　
　
　
当
事
項
）
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全
仏
新
役
員
の
顔
ぶ
れ

1
新
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
一

会
　
長

副
会
長

　
〃〃

　
〃
理
事
長

大
谷
光
真
（
本
願
寺
派
門
主
）

川
田
聖
見
（
真
言
宗
豊
山
派
管
長
）

山
田
無
文
（
妙
心
寺
派
管
長
）

出
口
常
磁
（
和
宗
管
長
）

中
村
元
（
東
大
名
誉
教
授
）

田
辺
哲
崖
（
曹
洞
宗
々
務
総
長
）

常
務
理
事
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理
　
事
　
（
　
〃
　
　
○
印
）

監
　
事
　
（
　
〃
　
　
　
▽
印
）

評
議
員
一
敬
称
略
一

◎
中
里

　
高
橋

　
杜
多

　
赤
沼

　
小
林
長
谷
川
真
元

○
南
谷

　
吉
田

　
塚
原

　
青
木

◎
四
宮
佐
藤
弥
栄
次
（

　
安
藤

　
壬
生

○
塩
入

　
田
中

○
長
谷
川
霊
園
（
適
法
真
教
）

　
大
倉
律
現
（
　
〃
　
）

◎
阿
部
野
竜
正
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
麻
生
恵
光
（
　
〃
　
　
　
）

徳
海
（
天
台
宗
）

良
暢
（
　
〃
　
）

信
雄
（
　
〃
　
）

義
俊
（
　
〃
　
）

慶
存
（
天
台
寺
門
宗
）

　
　
（
天
台
真
盛
宗
）

恵
澄
（
和
宗
）

秀
映
（
　
〃
　
）

徳
応
（
　
〃
　
）

法
鷹
（
妙
見
宗
）

正
音
（
孝
道
教
団
）

　
　
　
　
〃
，
）

正
晃
（
　
〃
　
）

広
台
（
聖
観
音
宗
）

亮
達
（
　
〃
　
）

昭
徳
（
　
〃
　
）

寿橋稲
山三葉

　
藤
田

　
川
原

○
立
部

○
浅
川

　
阿
部

◎
別
所

　
小
沢

　
板
橋

　
茂
木

◎
林
　
永
見

　
吉
田

▽
岩
脇

○
岩
城

　
仲
田

　
足
立

　
小
池

　
池
田

　
加
来

◎
稲
岡

◎
野
村

　
梶
原

　
古
屋

　
水
谷

　
野
中

　
金
田

義
猛
（

良
恒
（

良
知
（

〃〃

　
　
　
　
〃

　
　
（
真
言
宗
東
寺
派
）

俊
教
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

快
俊
（
真
言
宗
山
階
派
）

瑞
祐
（
真
言
宗
御
室
派
）

義
雄
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

本
宣
（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

弘
因
（
真
言
宗
智
山
派
）

照
禧
（
　
〃
　
　
　
）

宥
成
（
　
〃
　
　
　
）

隆
応
（
　
〃
　
　
　
）

亮
海
（
真
言
宗
豊
山
派
）

聖
宏
（
　
〃
　
　
　
）

俊
誉
（
　
〃
　
　
　
）

宏
信
（
　
〃
　
　
　
）

　
　
（
新
義
真
言
宗
）

秀
雄
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

雄
和
（
　
〃
　
　
　
）

有
教
（
真
言
宗
国
分
寺
派
）

義
人
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

榮
輝
（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

徳
泉
（
本
山
修
験
宗
）

覚
順
（
浄
土
宗
）

宗
春
（
　
〃
　
）

重
道
（

道
雄
（

雪
道
（

純
道
（

明
進
（

〃〃〃〃〃

）））））

）））

白
井

　
山
本

　
井
上

○
土
井

　
内
海

◎
豊
原

◎
藤
岡

○
堀
　
渡
辺

　
藤
本

　
麻
布

　
永
野

　
小
泉

　
嶺
藤

　
大
友

　
本
多

　
和
田

　
清
　
能
邨

◎
宮
部

○
高
島

　
花
山

　
越
智

　
鶴
峰

　
黒
田

　
菅
原

　
児
玉

　
浅
井

　
水
島

　
萩
原

◎
後
藤

　
高
橋

　
栽
松

玄
祥
（
　
〃
　
）

勝
隆
（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

俊
久
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

六
田
（
西
山
浄
土
宗
）

奥
乗
（
　
〃
　
　
）

大
弓
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
　
　
　
〃

義
昭
（

定
雄
（

清
波
（

龍
珠
（

照
海
（

鎮
雄
（

宗
和
（

　
譲
（

敬
慶
（

耕
正
（

　
亮
（

英
士
（

幸
麿
（

　
　
（

〃〃〃〃〃〃

亮
（
真
宗
大
谷
派
）

　
　
　
〃〃〃〃〃〃

　
　
　
　
〃

広
勝
（
真
宗
高
田
派
）

顕
勝
（
・
〃
　
　
　
）

宣
祐
（
真
宗
興
正
派
）

正
永
（
真
宗
仏
光
寺
派
）

朗
英
（
真
宗
三
門
徒
派
）

茂
俊
（
真
宗
出
雲
路
派
）

義
諦
（
真
宗
誠
照
寺
派
）

自
香
（
真
宗
木
辺
派
）

真
之
（
時
宗
）

明
信
（
融
通
念
仏
宗
）

純
一
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

勇
音
（
　
〃
　
　
　
　
）

完
道
（
　
〃
　
　
　
　
）

）））））））

）））））））

　
千
坂

　
来
山

○
神
村

　
加
藤

○
松
浦

　
壬
生

　
久
山

　
伊
藤

　
田
原

　　　　　　　　　　　◎○○　　　　　◎◎
山吉西真鈴蓮星中伊風吉松浅佐鎌栗松高南芳田
下永村枝木池野野藤間田村井藤原田原田沢賀辺

多
川

精
道
（
　
〃
　
　
　
　
）

泰
龍
（
　
〃
　
　
　
　
）

到
底
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

大
憲
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

勝
道
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

滋
雄
（
臨
済
宗
永
源
寺
派
）

忍
堂
（
臨
済
宗
相
国
寺
派
）

東
慎
（
臨
済
宗
建
仁
寺
派
）

周
仁
（
臨
済
宗
天
竜
寺
派
）

　
　
（
臨
済
宗
向
嶽
寺
派
）

哲
塵
（
曹
洞
宗
）

　
　
　
　
〃

達
宗
（

道
人
（

清
一
（

太
流
（

伸
美
（

佑
元
（

正
道
（

〃〃〃〃〃〃

）））））））

善
慮
（
黄
案
宗
）

寿
顕
（
日
蓮
宗
）

文
発
（

円
静
（

勝
淳
（

顕
文
（

励
温
（

〃〃〃〃

　
　
　
　
〃

東
洋
（
法
華
宗
本
門
流
）

昭
丑
、
（
　
〃
　
陣
門
流
）

真
慧
（
　
〃
　
真
門
流
）

日
地
（
本
門
仏
立
宗
）

正
晴
（
顕
本
法
華
宗
）

通
雄
（
本
門
法
華
宗
）

　
　
（
律
宗
）

　
　
（
真
言
律
宗
）

乗
覚
（
法
相
宗
）

）））））
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桝
田
　
秀
山
（
聖
徳
宗
）

　
北
河
原
公
典
（
華
厳
宗
）

　
国
定
　
浄
蓮
（
真
言
三
宝
宗
）

　
田
中
　
真
下
（
信
貴
山
真
言
宗
）

　
帯
盛
　
龍
応
（
真
言
宗
犬
一
派
）

　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

　
大
山
　
仙
遊
（
青
森
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
）

　
　
　
　
　
　
（
秋
田
県
仏
教
連
合
会
）

　
板
垣
　
隆
寛
（
山
形
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
　
　
（
福
島
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
　
　
（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

○
黒
田
　
単
純
（
栃
木
県
仏
教
会
）

　
塚
田
賢
照
（
　
〃
　
　
　
）

　
大
越
　
孝
仁
（
茨
城
県
仏
教
会
）

◎
大
島
見
道
（
埼
玉
県
仏
教
会
）

　
北
之
内
野
龍
（
　
〃
　
　
　
　
）

○
土
持

　
桜
井

　
村
瀬

　
北
川

　
貝
山

　
小
沢

　
広
川

大
森

　
三
浦

○
大
石

　
伊
藤

　
岩
田

○
村
瀬
宇
佐
美
諦
練
（

良
栄
（
千
葉
県
仏
教
会
）

大
乗
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

博
道
（
　
〃
　
　
　
　
　
）

有
光
（
　
〃
　
　
　
　
　
）

宜
泰
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

省
元
（
　
〃
　
　
　
　
）

芳
雄
（
新
潟
県
仏
教
会
）

　
　
（
富
山
県
仏
教
会
）

　
　
（
石
川
県
仏
教
会
）

　
　
（
福
井
県
仏
教
会
）

弘
道
（
山
梨
県
仏
教
会
）

義
足
（
長
野
県
仏
教
会
）

好
文
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

禅
覚
（
静
岡
県
仏
教
会
）

利
文
（
　
〃
　
　
　
）

良
彦
（
愛
知
県
仏
教
会
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
，
）

○○○
熱愛歪

○

五二大華米
葉下橋山田

▽
植
松

大壬
橋生

◎
山
本

▽
船
口

　
平
原

◎
中
山

坐
高

小吉
熊田

　
　
（
三
重
県
仏
教
会
）

宣
慈
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

鶴
洲
（
京
都
府
仏
教
会
）

良
信
（
大
阪
府
仏
教
会
）

覚
雄
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

　
　
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

淳
雄
（
島
根
県
仏
教
会
）

恵
光
（
岡
山
県
仏
教
会
）

覚
阿
（
徳
島
県
仏
教
会
）

教
道
（
香
川
県
仏
教
会
）

正
道
（
愛
媛
県
仏
教
会
）
，

　
　
（
高
知
懸
仏
教
会
）

　
　
（
福
岡
県
仏
教
連
合
会
）

　
　
（
沖
縄
県
仏
教
会
）

　
威
（
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
）

　
　
（
京
都
仏
教
徒
会
議
）

照
順
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

邦
正
（
国
難
会
）

　
　
（
真
理
運
動
本
部
）
．

　
杉
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

暉
子
（
　
〃
　
　
　
　
　
　
）

隆
秀
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

理
々
（
日
本
仏
教
鎭
仰
会
）

　
　
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

留
保
（
日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
）

　
　
（
東
日
本
詠
歌
連
盟
）

昭
嫡
（
梵
人
会
）

寛
喜
（
仏
教
徒
政
治
同
盟
）

　
若
麻
績
直
人
（
善
光
寺
）

　
巌
谷
　
勝
雄
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

　
竹
村
吉
右
衛
門
（
仏
教
振
興
財
団
）

　
内
田
大
寛
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

○
沼
田
　
恵
範
（
仏
教
伝
道
協
会
）

　　　●…’●i　　●　●　o　・o　●o●●●oo・●

東
西
で
に
ぎ
や
か
に
新
年
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
W
F
B
大
会
の
成
功
を
期
し
て

懇親会であいさつする大谷新会長

　
全
日
本
仏
教
会
の
新
年
懇
親
会
は
一
月
二
十

五
日
午
後
四
時
半
よ
り
、
評
議
員
会
・
理
事
会

に
引
き
続
い
て
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
大
谷
光
真
新
会
長
を
は
じ
め
、
各
宗
派

管
長
、
宗
務
総
長
、
切
取
・
団
体
代
表
、
W
F

B
実
行
委
員
な
ど
百
三
十
名
が
出
席
し
盛
況
で

あ
っ
た
。

　
中
村
文
化
部
長
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、
鱒

渕
事
務
総
長
の
開
会
の
辞
、
川
田
聖
見
新
副
会

長
の
導
師
で
三
帰
秘
文
唱
和
の
あ
と
、
大
谷
会

長
が
「
若
輩
の
身
で
す
が
、
い
た
ら
な
い
と
こ

ろ
は
若
さ
で
お
ぎ
な
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
O

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
つ
づ

い
て
田
辺
理
事
長
が
「
W
F
B
大
会
を
成
功
さ

＿三

せ
よ
う
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
と
し
て
大
平
正
芳

自
民
党
幹
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
望
月
江
平
前

副
会
長
の
乾
杯
で
宴
に
入
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
は

各
宗
代
表
、
県
仏
・
団
体
代
表
、
仏
婦
・
仏
青

代
表
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
立
っ
て
年
頭
所
感
を
述
べ

た
。
最
後
に
貝
山
神
奈
川
県
仏
会
長
の
音
頭
で

全
日
本
仏
教
会
の
弥
栄
と
、
今
年
開
催
さ
れ
る

第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の
円
成

を
祈
っ
て
万
歳
三
唱
、
安
藤
事
務
次
長
の
閉
会

の
辞
で
散
会
し
た
。

　
　
i
西
一

　
西
日
本
を
中
心
と
し
た
新
年
懇
親
会
は
二
月

七
日
午
後
四
時
よ
り
、
京
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
大
谷
会
長
を
は
じ
め
、
関
西
方
面
の
各
宗

管
長
、
宗
務
総
長
、
県
仏
会
長
、
総
大
本
山
貫

首
、
W
F
B
実
行
委
員
会
な
ど
九
十
名
が
出
席

し
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　
関
西
事
務
局
の
手
で
準
備
さ
れ
た
会
場
で
鎌

田
国
際
部
長
の
司
会
に
よ
り
、
山
田
無
文
副
会

長
の
導
師
で
三
帰
依
文
。
つ
づ
い
て
大
谷
会
長

と
田
辺
理
事
長
が
挨
拶
し
、
W
F
B
大
会
の
協

力
を
お
願
い
し
た
。
本
願
寺
派
・
豊
原
大
潤
宗

務
総
長
の
力
強
い
乾
杯
の
あ
と
、
各
宗
、
各
県

仏
、
各
山
の
代
表
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ス
ピ
ー
チ
を

行
な
い
非
常
に
盛
況
の
祝
宴
で
あ
り
、
「
こ
の

熱
を
さ
ま
す
こ
と
な
く
W
F
B
大
会
を
成
功
さ

せ
よ
う
」
と
京
都
府
仏
・
小
林
忍
戒
理
事
長
が

万
歳
三
唱
、
関
西
事
務
局
・
藤
田
説
量
事
務
総

長
の
閉
会
の
辞
で
散
会
し
た
。

一5一

，
摯
　
ハ
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W
F
B
日
本
大
会準備
急
ぐ

各
委
員
会

昭和53年3月1日

勤
三
回
会
議
委
員
会

会
議
委
員
会
（
金
岡
秀
友
委
員
長
）
は
一
月

二
十
三
日
午
後
五
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
か

れ
、
金
岡
委
員
長
を
議
長
に
「
分
科
会
お
よ
び

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
と
持
ち

方
」
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
一
、
分
科
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
関
連
を
も
た
せ
る
た
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
分
科
会
の
あ
と
に
設
定
し
、
総
括

す
る
日
程
に
し
た
方
が
よ
い
。

　
二
、
分
科
会
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
を
「
仏
教
徒

が
思
考
す
る
未
来
社
会
像
」
　
（
案
）
と
す
る
。

　
三
、
サ
ブ
テ
ー
マ
案
と
し
て
「
近
代
諸
思
潮

と
仏
教
的
思
考
」
・
「
ア
ジ
ア
の
現
状
と
仏
教

徒
の
使
命
」
・
「
二
十
一
世
紀
の
僧
伽
形
成
」

を
取
り
上
げ
て
分
科
会
を
設
定
、
他
に
婦
人
、

青
年
の
二
分
科
会
を
予
定
す
る
。

　
四
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
サ
ブ
テ

ー
マ
か
ら
煮
つ
め
雪
分
科
会
講
師
の
人
選
に
か

ら
め
て
考
慮
す
る
。

　
五
、
四
に
つ
い
て
は
金
岡
委
員
長
を
中
心
に

助
言
者
数
人
を
得
て
素
案
を
作
成
す
る
。

第
二
回
接
待
委
員
会

　
接
待
委
員
会
（
板
橋
宥
成
委
員
長
）
は
一
月

二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
一
、
副
委
員
長
選
出
、
東
東
、
京
都
を
考
慮

し
て
東
側
・
樹
谷
淳
宣
師
、
西
側
・
池
田
榮
導

師
を
選
出
し
た
。
「

　
一
、
J
T
B
よ
り
説
明
　
J
T
B
の
担
当
者

か
ら
接
待
業
務
に
配
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。

　
一
、
接
待
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
む
と
の
担
当
者
選

出
　
開
会
式
（
龍
谷
淳
宣
、
内
田
大
寛
）
東
仏

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
小
泉
注
置
、
籏
本
宏
昌
）
歓

迎
大
会
（
織
内
七
部
、
及
川
真
介
）
京
都
府
仏

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
小
泉
宗
和
、
八
橋
秀
雄
）
の

各
委
員
に
お
願
い
す
る
。
そ
の
他
に
送
迎
（
近

藤
隆
敬
一
東
側
、
能
邨
英
士
一
西
側
）
来
賓

（
壬
生
照
順
）
の
各
委
員
に
依
頼
す
る
。

　
一
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
　
東
京
都
仏
・
京
都
府

仏
に
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
す
る
。

　
一
、
そ
の
他
代
表
団
に
贈
る
記
念
品
に
つ

い
て
、
代
表
団
の
夫
人
同
伴
の
場
合
に
そ
の
夫

人
接
待
に
つ
い
て
、
会
議
に
出
席
し
な
い
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
な

ど
の
問
題
点
が
だ
さ
れ
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

式
典
委
員
会
も
第
二
回

　
式
典
委
員
会
（
新
美
孝
道
委
員
長
）
は
一
月

三
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
全
仏
会
議
室
に
お
い

て
次
の
事
頂
に
そ
っ
て
協
議
さ
れ
た
。

　
一
、
副
委
員
長
選
出
仲
田
順
和
師
選
出
。

　
一
、
I
S
S
よ
り
説
明
　
式
典
関
係
作
業
に

つ
い
て
説
明
（
開
閉
会
式
、
歓
迎
大
会
な
ど
）

　
一
．
地
方
大
会
事
務
局
よ
り
現
況
報
告
。

　
一
、
各
式
典
O
と
の
担
当
者
選
出
　
（
開
会

式
）
本
願
寺
派
⑳
実
行
委
員
中
心
に
局
長
一
任

（
歓
迎
大
会
）
伊
藤
完
夫
、
井
上
日
宏
、
新
井

智
清
、
橘
高
智
雄
（
増
上
寺
）
池
月
孝
文
、
五

島
行
富
、
坂
本
観
晃
（
閉
会
式
）
関
西
方
面
実

行
委
員
の
中
よ
リ
チ
ー
フ
を
決
め
る
。
こ
れ
ら

担
当
委
員
を
申
心
に
特
色
を
だ
し
て
式
次
第
を

作
成
す
る
。

　
一
、
確
認
、
注
意
事
項
各
国
旗
は
出
さ
な

い
。
比
尼
の
食
事
時
閻
は
正
午
ま
で
に
終
了
の

こ
と
。
歌
な
ど
に
つ
い
て
は
仏
教
聖
歌
で
あ
る

こ
と
を
比
尼
に
説
明
す
る
。
代
表
団
入
場
の
プ

ラ
カ
ー
ド
名
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
各
式
典
に

特
酋
を
出
す
。

　
記
念
事
業
委
員
会

　
第
三
回
記
念
事
業
委
員
会
（
花
山
勝
友
委
員

長
）
は
一
月
二
十
一
日
午
後
四
時
よ
り
四
仏
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
前
回
委
員
会
報
告
と
進
備

経
過
報
告
の
あ
と
、
記
念
出
版
と
墨
跡
チ
ー
ム

で
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
た
。

　
〈
記
念
出
版
チ
ー
ム
V

　
一
、
最
初
か
ら
英
文
に
て
執
筆
依
頼
す
る
。

　
一
、
用
語
統
一
の
た
め
編
集
会
議
に
て
原
稿

を
校
正
す
る
。

　
一
、
出
版
内
容
は
、
①
歴
史
と
思
想
篇
、
②

生
活
と
文
化
篇
、
③
資
料
篇
か
ら
な
り
、
二
百

頁
程
度
で
A
5
版
と
す
る
。

　
一
（
執
筆
者
は
田
村
完
誓
．
坂
東
性
純
、
村

野
宣
忠
、
・
市
村
承
乗
、
花
山
勝
友
小
笠
原
隆

元
、
松
涛
弘
道
、
奈
良
康
明
、
眼
華
隆
、
村
石

恵
照
、
佐
伯
真
光
の
各
先
生
が
分
担
す
る
。
．

　
〈
墨
跡
展
チ
ー
ム
〉

　
一
、
会
場
に
つ
い
て
は
大
丸
、
松
屋
な
ど
が

店
内
事
情
で
開
催
不
可
能
で
あ
る
が
、
他
の
デ

パ
ー
ト
に
打
診
中
で
あ
る
。

　
一
、
御
染
筆
依
頼
は
全
宗
派
管
長
、
各
本
山

貫
主
等
に
御
依
頼
す
る
。

　
一
、
そ
の
他
の
展
示
会
に
つ
い
て
は
①
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
会
よ
り
申
し
入
れ
の
件
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
②
仏
教
絵
画
の
出
版
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
展
示
会
の
計
画
の
申
し
入
れ
が

あ
り
検
討
す
る
。
③
鬼
原
素
俊
師
の
個
展
を
三

越
に
て
九
月
に
開
催
決
定
。

　
記
念
事
業
委
員
会
の
展
示
会
チ
ー
ム
会
議
は

二
月
十
三
日
午
後
四
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開

か
れ
、
経
過
報
告
の
あ
と
諸
展
示
に
つ
い
て
こ

ま
か
い
点
を
協
議
し
た
◎

　
一
、
墨
跡
展
の
会
場
に
つ
い
て
　
三
越
．
西

武
と
接
渉
を
し
て
い
る
。
用
紙
の
発
送
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
関
係
で
業
社
に
依
頼
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
墨
跡
の
依
頼
先
に
つ
い
て
は
各

宗
派
の
管
長
・
長
老
の
外
に
、
僧
職
の
能
書
家

や
仏
教
関
係
の
書
家
な
ど
に
お
願
い
す
る
。

　
一
、
そ
の
他
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
仏
教
関

係
出
版
の
展
示
、
三
石
造
形
梵
字
展
、
チ
ベ
ッ

ト
秘
宝
展
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

仏
教
英
語
研
究
会

　
　
　
　
　
彼
岸
明
け
に
集
中
合
宿

　
仏
教
英
語
研
究
会
は
、
毎
月
四
回
午
後
六
時

よ
り
新
宿
の
常
円
寺
（
日
蓮
示
）
を
会
場
に
、

熱
心
に
講
義
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
三
月
も
彼

岸
前
ま
で
に
四
回
の
講
義
を
行
な
い
、
彼
岸
明

け
の
二
十
七
日
よ
り
三
十
日
ま
で
の
三
泊
四
月

高
尾
山
薬
王
院
で
集
中
合
宿
を
開
き
仏
教
英
語

学
生
の
養
成
に
力
を
注
ぐ
。
な
お
大
会
ま
で
は

毎
月
四
回
と
夏
に
も
う
一
度
集
中
合
宿
を
開
催

す
る
予
定
。

脚
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正
副
委
員
長
会
議

　
第
二
回
実
行
委
員
正
副
委
員
長
会
議
は
一
月

十
二
日
午
後
二
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
鱒
渕
総
長
、
麻
布
総
局
長
の
挨
拶
の
あ
と

議
事
に
入
り
、
①
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
、
②

大
会
開
催
規
則
、
運
営
細
則
案
の
検
討
、
③
各

種
委
員
会
事
業
経
過
説
明
な
ど
が
話
し
あ
わ
れ

た
。　

第
三
回
実
行
委
員
正
副
委
員
長
会
議
は
二
月

十
三
日
午
後
二
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
麻
布
総
局
長
挨
拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
、

①
経
過
報
告
、
②
W
F
B
日
本
大
会
実
行
副
委

員
長
の
選
出
、
③
実
行
委
員
の
追
加
・
移
動
に

つ
い
て
、
④
大
会
役
員
推
薦
案
に
つ
い
て
、
⑤

二
月
十
六
、
十
七
日
に
開
か
れ
る
W
F
B
執
行

委
員
会
要
望
等
に
つ
い
て
（
鎌
田
国
際
部
長
出

席
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
永
倉
全
日
仏
青
副

理
事
長
出
席
）
、
⑥
各
小
委
員
会
報
告
及
び
問

題
点
検
討
、
⑦
そ
の
他
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。W
F
B
青
年
大
会
の

開
催
を
受
諾

　
　
　
　
全
日
仏
青
の
理
事
会

　
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
平
原
隆
秀
理
事
長
）

は
、
一
月
二
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
を
開
き
、
世
界
仏
教
青

年
連
盟
（
W
F
B
Y
）
加
盟
な
ど
の
案
件
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
一
、
W
F
B
Y
加
盟
の
件

　
正
式
に
加
盟
す
る
こ
と
を
承
認
。

　
一
、
W
F
B
大
会
青
年
大
会
開
催
の
件

　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
期
間
中
に
青
年

大
会
開
催
を
受
諾
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
一
、
W
F
B
青
年
大
会
実
行
委
員
会
の
件

　
青
年
大
会
開
催
受
諾
に
伴
い
全
日
仏
青
加
盟

団
体
よ
り
各
一
名
と
全
日
仏
青
役
員
を
も
っ
て

実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
了
承
。

　
　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
武
田
師
が
ル
ン
ビ
ニ
開
発
に
献
金

・
川
越
市
♂
真
行
寺
の
武
田
慧
照
師
が
来
局
、
，

ル
ン
ビ
ニ
開
発
に
と
浄
財
百
万
円
を
献
金
さ
れ

た
。
武
田
師
は
昭
和
四
十
六
年
に
ル
ン
ビ
ニ
復

興
の
浄
財
第
一
号
と
し
て
全
仏
に
寄
託
さ
れ
て

以
来
、
熱
心
に
こ
の
運
動
を
勧
め
ら
れ
て
お
り

W
F
B
事
務
局
で
は
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
豊
山
派
人
事

▼
真
言
宗
豊
山
派
で
は
熊
野
竜
夫
宗
務
総
長
の

退
任
に
伴
い
林
亮
立
師
を
新
宗
務
総
長
に
選
出

し
た
。
内
局
は
次
の
と
お
り
。

　
宗
務
総
長
・
缶
石
海
、
総
務
部
長
・
永
見
聖

宏
、
教
務
部
長
・
吉
田
俊
誉
、
教
化
部
長
・
門

匹
≡
≡
＝
≡
＝
一
一
一
＝
閑
一
＝
一
≡
＝
一
一
一
一
一
一
＝
＝
＝
一
一
一
一
一
一
一
＝
＝
一
一
一
一
＝
一
一
一
＝
≡
一
一
＝
一
一
一
＝
≡
一
一
一
一
脚
一
≡
口
一
一
一
＝
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
＝
＝
一
一
＝
”
一
≡
＝
一
＝
一
＝
一
一
一
一
＝
一
＝
＝
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
＝
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
＝
一
＝
一
＝
一
一
鱒
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
＝
一
一
＝
一
一
一
一
＝
＝
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
＝
一
一
一
＝
一
＝
＝
＝
一
一
一
＝
一
一
一
一
≡
一
≡
一
一
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第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会

　　

@…

n
方
大
会
開
催
の
お
願
い

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
は

い
よ
い
よ
今
年
十
月
に
実
施
い
た
す
よ
う
準

備
に
お
お
わ
ら
わ
で
あ
り
ま
す
が
、
大
会
終

了
後
の
十
月
八
日
よ
り
十
四
日
に
か
け
ま
し

て
、
大
会
記
念
地
方
大
会
を
計
画
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
で
に
六
月
二
十
日
付
款
職
名
に
よ
る
文
書

を
も
っ
て
御
依
頼
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が

…

現
在
ま
で
に
三
ケ
所
の
地
域
で
開
催
の
む
要

望
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
か
つ
て
第
二

回
W
F
B
日
本
大
会
の
際
に
、
全
国
二
十
数

ケ
所
で
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

実
績
を
上
げ
ら
れ
其
後
の
活
動
に
大
い
な
る

貢
献
を
さ
れ
た
よ
し
、
受
け
賜
っ
て
お
り
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
、
貴
会
（

団
体
）
に
お
か
れ
ま
し
て
是
非
と
も
記
念
行

事
を
む
主
催
い
た
だ
き
、
来
日
外
国
代
表
と

の
親
善
提
携
と
、
日
本
仏
教
文
化
の
む
紹
介

の
労
を
と
っ
て
頂
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
O
要
望
が
益
ざ
い
ま
し
た
ら
、
益
依

頼
と
益
説
明
の
た
め
本
会
事
務
局
員
を
派
遣

い
た
し
ま
す
の
で
、
O
遠
慮
な
く
お
申
出
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
事
務
局

　
事
務
総
局
長
．
、
麻
　
布
．
照
　
海

凶
≡
≡
ニ
≡
≡
一
≡
一
一
≡
≡
≡
三
＝
ニ
＝
二
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
＝
≡
＝
≡
≡
＝
≡
一
≡
一
＝
ニ
＝
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
＝
“
≡
≡
≡
≡
＝
内
≡
一
一
≡
≡
≡
＝
＝
＝
喝
＝
一
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
一
≡
≡
“
≡
≡
≡
≡
＝
内
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屋
大
寿
、
財
務
部
長
・
岩
脇
宏
信

　
　
妙
心
寺
派
人
事

▼
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
梶
浦
逸
外
管
長
の
後

任
と
し
て
、
第
二
十
四
世
管
長
に
山
田
無
文
師

を
選
出
し
た
。

　
　
法
華
証
本
門
流
人
事

▼
法
華
宗
本
門
流
で
は
芹
沢
泰
寛
宗
務
総
長
の

退
任
に
伴
い
蓮
池
東
洋
師
を
選
出
し
た
。
新
内

局
は
次
の
と
お
り
。

　
宗
務
総
長
・
蓮
池
東
洋
、
教
学
部
長
・
赤
田

泰
圓
、
庶
務
部
長
・
川
口
善
教
、
教
化
部
長
・

木
村
日
慮
、
財
務
部
長
・
石
田
三
態
。

　
　
静
岡
県
仏
人
事

▼
静
岡
県
仏
教
会
で
は
小
倉
日
宝
会
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
会
長
に
伊
藤
禅
覚
師
、
事
務

局
長
に
岩
田
利
文
師
選
出
就
任
し
た
。
事
務
局

一
浜
松
市
池
川
町
二
七
ノ
一
天
林
寺
内
。

一7

哀

悼

　
新
美
　
孝
道
師
（
全
州
国
際
専
門
委
員
会
副

委
員
長
、
W
F
B
式
典
委
員
長
）

　
二
月
十
四
日
急
性
肺
炎
の
た
め
遷
化
、
八
十

三
歳
。
全
仏
で
は
長
く
国
際
専
門
委
員
と
し
て

尽
力
。
今
年
開
催
の
W
F
B
日
本
大
会
実
行
委

員
会
の
式
典
委
員
長
と
し
て
準
備
に
奔
走
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
大
本
山
総
持
寺
常
任
顧
問
、
保

護
司
、
地
区
仏
教
会
会
長
な
ど
宗
内
外
に
わ
た

っ
て
活
躍
さ
れ
た
。
本
葬
二
月
二
十
一
日
。

新
間
信
雄
師
（
全
仏
兀
組
織
局
長
、
W
F

B
実
行
委
員
会
副
委
員
長
）

十
二
月
二
十
八
日
心
不
全
の
た
め
遷
化
、
六

’　－　　　　与4期　、証
」　一痩

．
　
ト
　
’

・
淋
ぞ
　
「

ﾑ
多

一
鵯

へ

一
r
可
．
　
、
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十
九
歳
。
全
日
本
仏
教
会
の
組
織
局
長
、
国
際

文
化
局
長
を
歴
任
、
組
織
専
門
委
員
、
W
F
B

日
本
大
会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
。
ま
た
日
蓮

宗
会
議
員
、
日
蓮
宗
護
法
運
動
本
部
事
務
局

長
、
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
理
事
長
な

ど
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
本
葬
儀
は
四
月
六
日
。

…
事
務
総
局
録
事

　
　
（
一
月
）

九
日
、
仕
事
始
め

十
一
日
局
内
会
議

（
■
・
二
月
）

　
十
八
日

二
十
一
日

二
十
五
日

二
十
六
日

　
三
十
日

埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

局
内
会
議

全
日
仏
婦
新
年
修
正
会
出
席

理
事
・
評
議
員
三

新
年
懇
親
会

局
内
会
議

日
宗
連
理
事
会

　
　
　
（
二
月
）

　
　
六
日
　
局
内
会
議

　
　
七
日
関
西
新
年
懇
親
会
（
京
都
）

二
十
日
局
内
会
議

二
十
一
日
　
新
美
孝
道
師
本
葬
参
列

軍
隅
≡
零
．
一
「
」
一
■
≡
、
凋
ζ
一
≡
一
魯
一
「
鴨
≡
罵
’
一
．
≧
嘲
■
一
．
一
7
嵩
≡
罵
一
σ
と
＝
＝
、
4
7
』
≡
零
．
3
」
≡
一
．
旙
7
“
3
≡
℃
の
「
≡
＝
．
・
7
、
≡
署
8
3
。
呂
≡
噛
’
7
」
＝
＝
一
．
一
二
一
＝
零
8
一
＝
≡
”
電
隔
一
一
』
－
賦
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花
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー

ど
し
ど
し
ご
利
用
下
さ
い

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ
し

め
る
た
め
に
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
に
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
広

く
O
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま

す
。
明
る
い
春
の
野
に

静
か
に
立
っ
て
天
と
地

を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の

姿
は
、
見
る
人
の
心
に

安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
左
記
要
領
で
頒
布
い

た
し
ま
す
。
各
県
仏
、

郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼

稚
園
、
保
育
園
な
ど
で

広
く
む
利
用
下
さ
い
。

◎
サ
イ
ズ
　
7
4
×
5
2
空

◎
定
価
　
一
枚
百
円

（
送
料
実
費
－
三
十
枚

　
以
上
は
送
料
全
仏
負
担
卜
外
国
は
別
途
）

◎
申
込
先
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
一
五

－
五
（
〒
一
＝
）
全
日
本
仏
教
会
花
ま

　
つ
リ
ポ
ス
タ
ー
係
宛

叩
昌
「
毫
一
＝
b
の
ζ
≡
一
℃
’
ぎ
一
≡
一
魎
8
評
』
≡
罵
の
一
』
＝
電
φ
一
・
』
■
≡
一
b
‘
「
一
≡
＝
．
一
「
」
≡
3
、
。
7
毫
8
『
3
・
唾
≡
一
『
．
7
』
一
≡
、
9
一
・
鴨
＝
呂
一
、
8
『
昌
≡
、
ρ
鱒
こ
帥
一
≡
「
．
μ
「
簡
≡
竃
8
廟
膨
』
＝
留
，
ξ
尋

昭
和
五
十
三
年
三
月
一
億
発
行

　
　
　
　
　
　
　
、

発
行
人

一
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浩
　
発
蔑
財
団

十
四
日
文
化
庁
打
ち
合
せ
会
（
文
化
庁
）

…
W
F
B
事
務
局
録
事
（
一
・
二
月
）
…

　
　
（
一
月
）

　
十
二
日

二
十
一
日

二
十
三
日

二
十
六
日

二
十
七
日

三
十
一
日

委
員
長
会
議

記
念
事
業
委
員
会

会
議
委
員
会

仏
教
英
語
研
修
会

局
内
会
議

仏
教
英
語
研
修
会

接
待
委
員
会

式
典
委
員
会

　
　
　
（
二
月
）

　
　
八
日
　
会
議
小
委
員
会

十
三
日
委
員
長
会
議

　
　
　
　
記
念
事
業
委
員
会

　
　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

　
十
六
日
　
W
F
B
執
行
委
員
会
（
タ
イ
）

　
　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

　
二
十
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
W
F
B
Y
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

二
十
三
日
仏
教
英
語
研
究
会

二
十
五
日
　
式
典
小
委
員
会

讐
…
…
弓
お
願
い
…
…
…
儲

…
　
「
全
仏
」
誌
に
情
報
を
お
よ
せ
下
さ
い
…

…
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
地
…

…
二
仏
教
会
の
活
動
や
寺
院
の
ア
イ
デ
ィ
ア
…

…
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
σ
　
（
連
絡
先
…

…
一
全
日
本
仏
教
会
文
化
部
全
些
些
宛
－
八
一

…
四
三
・
六
三
四
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
…
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…
贈

全
日

仏
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寺院用具
　　浅草通り五際会加盟店

甑会計う共田商店
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饗

本堂・ご宝前・客殿その他寺院内の敷物に

あ㈱も多も⑨
禽眺曜騨㎜

全国どニへでも発送します。カタログご希望の節は

お申越し下さい。特別頒布価格にて奉仕します。

白井フエルト馨式会杜

〒111東京都台東区寿3丁目1番7号

　　　TELO3（842）3841

東
京
　
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）
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